
 

義
賢
行
者
の
名
号
塔 

 

滝
本 

や
す
し 

 

義
賢
行
者 

義
賢
は
浄
土
宗
の
僧
。
天
明
六
年
に
羽
州(

山
形
県)

で
生
ま
れ
、
中
部
地
方
各
地
を
巡
錫

し
た
。
富
士
山
で
の
修
行
後
、
天
保
十
一
年
七
月
に
戸
隠
を
経
て
越
後
に
入
り
、
八
月
か
ら

越
中
に
入
っ
た
。
立
山
以
外
で
の
明
確
な
足
跡
の
記
録
が
な
い
た
め
巡
錫
の
経
路
は
不
明
で

あ
る
が
、
名
号
書
や
名
号
塔
が
残
さ
れ
て
い
る
場
所
を
辿
る
と
、
生
地(

光
明
寺
、
解
脱
庵)

、

魚
津(

大
泉
寺)

、
宮
路
、
芦
峅
寺
、
石
田(
称
名
寺)

、
富
山(

見
付
来
迎
寺)

、
四
方(

医
王

寺)

、
小
杉
三
ケ(

戒
住
庵)

、
放
生
津(

光
山
寺
、
大
楽
寺
、
曼
陀
羅
寺)

、
六
渡
寺(

專
称
寺)

、

高
岡(

坂
下
町
極
楽
寺
、
西
福
寺)

、
坂
又(

称
名
寺)
、
石
動(

大
念
寺)

で
あ
る
。 

 

そ
し
て
九
月
二
十
四
日
に
津
幡
を
経
て
、
九
月
二
十
五
日
に
金
沢
に
入
っ
た
。『
加
賀
藩

史
料
』
に
は
、
十
一
月
六
日
に
金
沢
の
如
来
寺
を
出
て
松
任
に
泊
ま
り
、
七
～
八
日
に
小
松
、

九
～
十
日
に
大
聖
寺
ま
で
の
足
ど
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
金
沢
に
四
十
日
以
上
滞
在
し
て
、

ほ
ぼ
北
國
街
道
に
沿
っ
て
越
前
へ
向
か
っ
た
。
し
か
し
津
幡
と
金
沢
以
外
に
は
義
賢
の
名
号

書
や
名
号
塔
は
確
認
さ
れ
な
い
。 

そ
の
後
越
前
に
入
り
大
谷
寺
で
修
行
さ
れ
て
い
た
が
、
途
中
で
体
調
を
崩
し
福
井
の
森
厳

寺
で
静
養
さ
れ
た
。
し
か
し
回
復
す
る
こ
と
は
な
く
、
十
二
月
六
日
に
五
十
四
歳
で
入
寂
さ

れ
た
。
義
賢
の
葬
儀
を
行
っ
た
福
井
市
の
横
山
家
に
は
、
義
賢
の
葬
儀
記
録
や
分
骨
が
残
さ

れ
て
い
る
。 

義
賢
の
墓
標
は
明
治
二
十
九
年
、
福
田
源
三
郎
に
よ
っ
て
足
羽
一
丁
目
の
森
厳
寺
に
建
て

ら
れ
た
。
し
か
し
森
厳
寺
は
廃
寺
と
な
り
、
足
羽
三
丁
目
の
真
照
寺
に
統
合
さ
れ
た
。
そ
の

後
真
照
寺
も
廃
寺
と
な
り
、
足
羽
一
丁
目
の
運
正
寺
に
統
合
さ
れ
た
。
そ
し
て
森
厳
寺
に
建

て
ら
れ
て
い
た
義
賢
の
墓
標
は
、
有
楽
町
の
浄
土
宗
教
会
へ
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に
浄
土
宗
教

会
は
狐
橋
二
丁
目
に
新
し
く
建
て
直
さ
れ
、
同
時
に
義
賢
の
墓
標
も
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。

浄
土
宗
教
会
は
現
在
、
若
杉
一
丁
目
の
泉
通
寺
が
兼
務
さ
れ
て
い
る 

富
山
県
内
の
義
賢
名
号
塔
な
ど 

 

新
潟
県
上
越
市
の
関
根
家
文
書
に
、
義
賢
の
立
山
参
詣
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
立
山
浄
土
山
で
修
行
し
た
後
は
、
魚
津
大
泉
寺
に
戻
り
、
放
生
津
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

し
か
し
他
の
巡
錫
地
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
巡
錫
経
路
も
は
っ
き
り
と
し
な
い
。 

 

越
中
で
の
最
初
の
巡
錫
地
は
、
越
後
に
近
い
生
地
で
あ
ろ
う
。
光
明
寺
は
廃
寺
に
な
っ
て

お
り
、
跡
地
に
は
一
部
の
石
塔
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
や
仏

具
な
ど
は
長
野
市
の
智
香
寺
念
佛
道
場
へ
移
さ
れ
て
い
る
。
義
賢
の
絵
像
名
号
書
も
こ
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
生
地
で
は
解
脱
庵
墓
地
に
、
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。
解
脱
庵
に
は
義
賢
の
名
号
書
な
ど
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

魚
津
で
は
大
泉
寺
境
内
に
、
自
然
石
に
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

義
賢
は
魚
津
で
は
大
泉
寺
を
拠
点
に
布
教
活
動
を
行
っ
た
が
、
大
泉
寺
に
は
義
賢
の
名
号
書

な
ど
は
残
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。 

 

芦
峅
寺
の
閻
魔
堂
前
に
、
天
保
十
一
年
銘
の
義
賢
名
号
塔
が
残
さ
れ
て
い
る
。
越
後
の
関

根
氏
の
造
立
で
あ
る
。
閻
魔
堂
前
に
は
、
も
う
一
基
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
あ

る
が
現
存
し
な
い
。
芦
峅
寺
共
同
墓
地
の
入
り
口
付
近
に
、
自
然
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
墓
地
内
に
は
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
が
二
基
建
て
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
あ
る
が
、
二
基
と
も
に
現
存
し
な
い
。
麓
の
宮
路
仏
事
会
館
に
は
数
多
く
の
石
仏

や
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
自
然
石
の
義
賢
名
号
塔
が
み
ら
れ
る
。 

 

西
大
森
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
徳
成
寺
境
内
に
、
自
然
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
安
政
五
年
の
常
願
寺
川
氾
濫
の
時
に
、
上
流
か
ら
こ
の
近
く
ま
で
流
さ
れ
て
き
た
そ

う
で
あ
る
。
も
と
は
ど
の
あ
た
り
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

石
田
の
称
名
寺
跡
に
数
基
の
石
塔
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
自
然
石
の
義
賢
名
号
塔

が
み
ら
れ
る
。
天
保
十
三
年
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

富
山
市
梅
沢
三
丁
目
の
来
迎
寺
墓
地
に
、
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。
来
迎
寺
に
は
義
賢
の
名
号
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

富
山
市
中
冨
居
の
路
傍
に
角
柱
型
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
正
面
上
部
に
地
蔵
座
像

が
彫
ら
れ
、
そ
の
下
に
「
三
界
萬
霊
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
右
側
面
に
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
、

嘉
永
五
年
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。 



 
四
方
の
医
王
寺
門
前
に
海
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
弘
化
二
年
の
銘
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
医
王
寺
の
墓
地
内
に
は
、
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
が
五
基
建
て
ら

れ
て
い
る
。
最
も
古
い
も
の
は
嘉
永
五
年
、
最
も
新
し
い
も
の
は
平
成
十
八
年
造
立
で
あ
る
。

医
王
寺
や
そ
の
檀
家
に
は
、
義
賢
の
名
号
書
は
残
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。 

 

富
山
市
八
幡
の
個
人
の
墓
地
内
に
、
笠
付
角
柱
型
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
正
面
に

観
音
立
像
が
彫
ら
れ
、
裏
面
に
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
義
賢
が
越
中
を
巡
錫
し
た
天

保
十
一
年
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
四
方
の
近
く
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
王
寺
に
関
係
す
る

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

小
杉
三
ケ
の
戒
住
庵(

竹
林
寺)
跡
に
も
笠
付
角
柱
型
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
正
面

に
地
蔵
座
像
が
彫
ら
れ
、
左
側
面
に
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
弘
化
三
年
の
銘
が
入
っ

て
い
る
。
戒
住
庵
の
本
寺
で
あ
る
正
覚
寺
に
は
義
賢
の
名
号
書
や
名
号
塔
な
ど
は
み
ら
れ
な

い
が
、
正
覚
寺
を
訪
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

放
生
津
で
は
、
曼
陀
羅
寺
を
拠
点
に
布
教
活
動
を
行
っ
た
。
光
山
寺
境
内
に
海
石
の
義
賢

名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
天
保
十
四
年
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。
光
山
寺
に
は
、
義
賢
の

弟
子
で
あ
る
義
歓
の
木
像
と
位
牌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
大
楽
寺
と
曼
陀
羅
寺
に
は
義
賢
の
名

号
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
曼
陀
羅
寺
に
は
義
賢
の
入
寂
絵
像
も
み
ら
れ
る
。
曼
陀
羅
寺
墓
地

に
建
て
ら
れ
て
い
た
義
賢
名
号
塔
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
は
、
近
年
新
し
く
建
て
直
さ
れ
た
。

江
柱
庚
申
堂
横
と
漁
民
義
人
塚
に
、
海
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
江
柱
庚
申

堂
横
の
名
号
塔
は
義
歓
の
墓
標
で
あ
る
。 

 

六
渡
寺
の
大
渡
り
跡
に
、
海
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
残
欠
を
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。
す
ぐ
近
く
の
專
称
寺
が
関
与
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

高
岡
で
は
、
千
木
屋
町
の
西
福
寺
墓
地
に
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。
坂
下
町
の
極
楽
寺
墓
地
に
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
二
基
の
一
般
墓
標
、
同
庭
園
内

に
も
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
現
存
し
な
い
。 

 

坂
又
の
北
国
街
道
沿
い
に
、
海
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
弘
化
四
年
銘
が

入
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は
称
名
寺
の
跡
で
あ
る
。 

 

石
動
で
は
、
大
念
寺
に
義
賢
の
名
号
書
が
み
ら
れ
る
。
大
念
寺
の
檀
家
に
も
義
賢
の
名
号

書
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

石
川
県
内
の
義
賢
名
号
塔
な
ど 

 

義
賢
が
放
生
津
か
ら
金
沢
へ
向
う
際
に
は
、
金
沢
か
ら
浄
安
寺
、
誓
願
寺
、
寿
経
寺
等
の

住
職
が
曼
陀
羅
寺
ま
で
出
迎
え
に
訪
れ
た
。
そ
し
て
竹
橋
や
倉
見
の
念
仏
講
中
の
一
行
が
、

加
越
国
境
で
義
賢
を
出
迎
え
た
。 

 

津
幡
町
倉
見
の
路
傍
に
、
徳
本
名
号
塔
と
義
賢
名
号
塔
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
徳

本
名
号
塔
は
文
政
三
年
造
立
で
、
圓
光
大
師
御
廟
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
義
賢
名
号
塔
は
天
保

十
一
年
十
一
月
六
日
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
義
賢
が
津
幡
を
訪
れ
た
僅
か
四
十
日
後
の
造
立
で

あ
る
。
倉
見
に
は
金
沢
の
了
願
寺
の
檀
家
が
多
く
、
專
修
庵
と
称
さ
れ
る
浄
土
宗
の
道
場
も

あ
り
、
浄
土
信
仰
の
根
強
い
地
で
あ
っ
た
。
專
修
庵
は
近
年
宗
教
法
人
登
録
を
外
し
、
廃
寺

と
な
っ
た
。 

 

津
幡
町
竹
橋
の
有
声
寺
境
内
に
も
、
徳
本
名
号
塔
と
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

義
賢
名
号
塔
は
天
保
十
三
年
に
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
徳
本
名
号
塔
の
造
立
は
明
治
二
十
八

年
で
あ
る
。 

 

津
幡
町
津
幡
平
谷
に
あ
る
平
知
度
塚
に
、
自
然
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

も
と
は
麓
の
旧
街
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
嘉
永
三
年
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
、 

 

津
幡
町
中
須
加
の
共
同
墓
地
に
、
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

天
保
十
二
年
造
立
で
あ
る
。 

金
沢
市
芳
斎
二
丁
目
の
広
済
寺
金
沢
出
張
所
の
墓
地
に
、
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓

標
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
十
一
年
の
造
立
で
あ
る
。
広
済
寺
は
津
幡
町
領
家
の
浄
土
真

宗
東
本
願
寺
派
の
単
立
寺
院
で
あ
る
。 

義
賢
が
長
期
間
滞
在
し
た
金
沢
で
は
名
号
塔
や
名
号
書
な
ど
が
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、

重
点
的
に
布
教
活
動
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
如
来
寺
を
最
後
に
金
沢
を
出
た
の
で
あ

る
が
、
如
来
寺
に
は
名
号
書
や
名
号
塔
な
ど
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

金
沢
で
は
、
玄
門
寺
、
法
船
寺
、
浄
安
寺
に
、
天
保
十
四
年
銘
が
刻
ま
れ
た
義
賢
名
号
塔

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
法
船
寺
の
名
号
塔
は
晃
誉
、
浄
安
寺
の
名
号
塔
は
安
譽
の
銘
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
当
時
の
住
職
に
よ
る
造
立
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

念
西
寺
の
義
賢
名
号
塔
は
、
左
側
面
に
「
南
無
地
蔵
大
菩
薩
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
念
西

寺
は
創
建
当
初
は
石
造
地
蔵
立
像
を
本
尊
と
し
、
念
西
庵
と
称
し
た
。
そ
の
後
木
造
阿
弥
陀
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如
来
座
像
を
本
尊
と
し
て
念
西
寺
と
な
っ
た
。
檀
家
の
奥
泉
家
の
一
族
に
よ
っ
て
嘉
永
四
年

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

成
学
寺
墓
地
に
、
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
六

年
の
造
立
で
あ
る
。 

 

米
泉
町
の
慶
覚
寺
跡
に
、
自
然
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
慶
覚
寺
は
玄
門

寺
末
寺
の
尼
寺
で
あ
っ
た
。 

 

金
沢
市
横
川
二
丁
目
の
共
同
墓
地
に
、
角
柱
型
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
嘉

永
五
年
銘
の
大
き
な
名
号
塔
で
あ
り
、
も
と
は
寺
院
の
入
り
口
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
旧
所
在
地
を
確
認
で
き
な
い
。 

福
井
県
内
の
義
賢
名
号
塔
な
ど 

 

越
前
で
も
義
賢
の
詳
細
な
巡
錫
経
路
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
谷
寺
で
の
修
行
中
に
体
調
を

崩
し
、
福
井
の
森
厳
寺
で
入
寂
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
大
谷
寺
や
そ
の
周
辺
に
は
、

義
賢
の
名
号
書
や
名
号
塔
な
ど
は
確
認
さ
れ
な
い
。 

三
国
の
月
窓
寺
墓
地
入
り
口
に
、
自
然
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
義
賢
は

越
前
へ
入
っ
た
際
に
、
最
初
に
三
国
を
訪
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

武
生
の
善
精
院
に
義
賢
名
号
書
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
谷
寺
へ
行
く
前
に
正
覚

寺
で
布
教
活
動
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

南
越
前
町
八
乙
女
の
路
傍
に
、
自
然
石
の
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
近
く
の
湯

尾
や
今
庄
に
は
複
数
の
浄
土
宗
寺
院
が
あ
る
が
、
新
道
の
真
福
寺
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
ま
で
巡
錫
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

福
井
で
は
安
養
寺
墓
地
に
、
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
左

側
面
に
梵
字
光
明
真
言
が
刻
ま
れ
た
特
異
な
も
の
で
、
当
時
薬
草
業
を
営
ん
で
い
た
駒
屋
に

よ
っ
て
明
治
二
十
八
年
に
造
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

泉
通
墓
地
に
大
き
な
無
縁
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
天
保
十
四
年
造
立
で
、
正
面
に
義
賢

名
号
、
左
側
面
に
祐
天
名
号
、
右
側
面
に
運
正
寺
典
禅
名
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
同
墓
地
内

に
も
、
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
た
一
般
墓
標
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

義
賢
の
墓
標
は
明
治
二
十
九
年
に
造
立
さ
れ
、
現
在
は
浄
土
宗
教
会
へ
移
設
さ
れ
て
い
る
。

総
高
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
立
派
な
墓
標
で
、
義
賢
名
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 



25 義賢名号書 射水市曼陀羅寺 69 義賢名号書 福井市泉通寺 36 義賢名号書 小矢部市大念寺 

59 徳本義賢位牌 金沢市成学寺 62 義賢絵像名号書 金沢市念西寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 義賢入寂絵像 射水市曼陀羅寺 74 義賢墓標 福井市浄土宗教会 

22 義歓(義賢の弟子)木像と位牌 射水市光山寺 76 明賢(義賢の弟子)造立石地蔵 福井市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



富山県義賢資料  ●名号塔 ◎名号書 ○その他の資料 

０１ 黒部市生地 解脱庵墓地 昭和７年 1932 ●一般墓標 

０２ 黒部市生地 光明寺(廃寺)   ◎絵像名号書 長野市の智香寺念佛道場へ移動 

０３ 魚津市諏訪町 大泉寺境内   ● 

０４ 立山町宮地 仏事会館 天保13年 1842 ● 

０５ 立山町芦峅寺 閻魔堂前 天保11年 1840 ● 

０６ 同 同   ●現存しない 

０７ 立山町芦峅寺 共同墓地   ● 

０８ 同 同   ●一般墓標 現存しない 

０９ 同 同   ●一般墓標 現存しない 

１０ 立山町西大森 徳成寺境内   ●安政５年の常願寺川氾濫で流されてきた 

１１ 富山市四方西岩瀬 医王寺門前 弘化２年 1845 ● 

１２ 同 同墓地 嘉永５年 1852 ●一般墓標 

１３ 同 同 嘉永６年 1853 ●一般墓標 

１４ 同 同 年号なし ---- ●一般墓標 

１５ 同 同 安政３年 1856 ●一般墓標 

１６ 同 同 平成18年 2006 ●一般墓標 

１７ 富山市八幡 個人墓地 天保11年 1840 ●一般墓標 石塔正面に観音、裏面に名号 

１８ 富山市梅沢３丁目 来迎寺   ◎ 

１９ 同 同墓地   ● 

２０ 富山市中冨居 路傍 嘉永５年 1852 ●石塔正面に地蔵、右側面に名号 

２１ 富山市石田 称名寺跡 天保13年 1842 ● 

２２ 射水市八幡町２丁目 光山寺   ○義歓(義賢の弟子)木像と位牌 

２３ 同 同境内 天保14年 1843 ● 

２４ 射水市立町 大楽寺   ◎ 

２５ 射水市立町 曼陀羅寺 年号なし ---- ◎ 

２６ 同 同 年号なし ---- ○入寂絵像 

２７ 同 同墓地 年号なし ---- ●一般墓標 再建 

２８ 射水市中央町 路傍 年号なし ---- ●義歓(義賢の弟子)墓標 

２９ 射水市港町 漁民義人塚 年号なし ---- ● 

３０ 射水市庄西町１丁目 路傍   ● 

３１ 射水市三ケ水源町 戒住庵跡 弘化３年 1846 ●竹林寺 石塔正面に地蔵、左側面に名号 

３２ 高岡市坂下町 極楽寺墓地   ●一般墓標 現存しない 

３３ 同 同   ●一般墓標 現存しない 

３４ 同 同庭園   ●現存しない 

３５ 高岡市千木屋町 西福寺墓地 大正６年 1917 ●一般墓標 

３６ 小矢部市中央町 大念寺   ◎ 

３７ 小矢部市坂又 称名寺跡 弘化４年 1847 ● 

３８ 小矢部市長 福永家   ◎ 

３９ 小矢部市埴生 個人宅   ◎ 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      



石川県義賢資料  ●名号塔 ◎名号書 ○その他の資料 

 

福井県義賢資料  ●名号塔 ◎名号書 ○その他の資料 

 

４０ 穴水町川島町 裏本家   ◎絵像名号書 金沢から持ち込まれた 

４１ 津幡町倉見 路傍 天保11年 1840 ● 

４２ 津幡町津幡平谷 平知度塚 嘉永３年 1850 ●明治期の道路拡張に伴い旧街道より移動 

４３ 津幡町竹橋 有声寺境内 天保13年 1842 ● 

４４ 津幡町中須加 共同墓地 天保12年 1841 ●一般墓標 

４５ 金沢市東山１丁目 了願寺   ○ 

４６ 金沢市東山２丁目 玄門寺   ◎ 

４７ 同 同境内 天保14年 1843 ● 

４８ 金沢市東山２丁目 誓願寺   ◎ 

４９ 金沢市芳斎２丁目 広済寺墓地 昭和11年 1936 ●一般墓標 津幡町英田広済寺の金沢出張所 

５０ 金沢市小立野２丁目 県立図書館   ◎絵像名号札(浄安寺印施) 

５１ 同 同   ○名号札(浄安寺印施) 

５２ 金沢市菊川２丁目 覚源寺   ◎ 

５３ 金沢市中央通町 法船寺境内 天保14年 1843 ● 

５４ 金沢市寺町５丁目 浄安寺   ○木像 

５５ 同 同   ○徳本義賢位牌 

５６ 同 同   ◎絵像名号書 

５７ 同 同境内 天保14年 1843 ● 

５８ 金沢市野町１丁目 成学寺   ◎ 

５９ 同 同   ○徳本義賢位牌 

６０ 同 同墓地 明治36年 1903 ●一般墓標 

６１ 金沢市野町２丁目 大蓮寺   ◎ 

６２ 金沢市泉２丁目 念西寺 天保12年 1841 ◎絵像名号書 

６３ 同 同門前 嘉永４年 1852 ●左側面に「南無地蔵大菩薩」 

６４ 金沢市米泉町 慶覚寺跡 年号なし ---- ●玄門寺末寺 

６５ 金沢市横川２丁目 共同墓地 嘉永５年 1853 ● 

      

      

      

      

      

      

６６ 坂井市三国町神明 月窓寺墓地 年号なし ---- ● 

６７ 福井市足羽１丁目 安養寺墓地 明治27年 1894 ●一般墓標 左側面に梵字光明真言 

６８ 福井市足羽１丁目 運正寺 年号なし ---- ◎ 

６９ 福井市若杉１丁目 泉通寺   ◎ 

７０ 同 同   ◎ 

７１ 同 同墓地 天保14年 1843 ●正面義賢、左側面祐天、右側面典禅の名号 

７２ 同 同   ●一般墓標 阿弥陀種子あり 

７３ 福井市 泉通寺檀家 年号なし ---- ◎泉通寺檀家に名号書５幅あり 

７４ 福井市狐橋２丁目 浄土宗教会 明治29年 1896 ●義賢墓標 

７５ 福井市 個人宅   ○入寂絵像 

７６ 福井市北堀町 路傍   ○明賢(義賢の弟子)造立石地蔵 

７７ 越前市京町 善精院   ◎ 

７８ 南越前町八乙女 路傍 年号なし ---- ● 

      

      

      

      

      



01 黒部市生地 解脱庵墓地 

 

03 魚津市諏訪町 大泉寺境内 

 

04 立山町宮路 仏事会館 

 

05 立山町芦峅寺 閻魔堂前 

 

07 立山町芦峅寺 共同墓地 

 

10 立山町西大森 徳成寺境内 

 

11 富山市四方西岩瀬 医王寺門前 

 

12 富山市四方西岩瀬 医王寺墓地 

 

13 富山市四方西岩瀬 医王寺墓地 

 



14 富山市四方西岩瀬 医王寺墓地 

 

15 富山市四方西岩瀬 医王寺墓地 

 

16 富山市四方西岩瀬 医王寺墓地 

 

17 富山市八幡 個人墓地 

 

19 富山市梅沢 来迎寺墓地 

 

20 富山市中冨居 路傍 

 

21 富山市石田 称名寺跡 

 

23 射水市八幡町 光山寺境内 

 

27 射水市立町 曼陀羅寺墓地 

 



28 射水市中央町 路傍 

 

29 射水市湊町 漁民義人塚 

 

30 射水市庄西町 路傍 

 

31 射水市三ケ水源町 戒住庵跡 

 

35 高岡市千木屋町 西福寺墓地 

 

37 小矢部市坂又 称名寺跡 

 

41 津幡町倉見 路傍 

 

42 津幡町津幡平谷 平知度塚 

 

43 津幡町竹橋 有声寺境内 

 



44 津幡町中須加 共同墓地 

 

47 金沢市東山 玄門寺境内 

 

49 金沢市芳斎 広済寺金沢出張所 

 

53 金沢市中央通町 法船寺境内 

 

57 金沢市寺町 浄安寺境内 

 

60 金沢市野町 成学寺墓地 

 

63 金沢市泉 念西寺門前 

 

64 金沢市米泉町 慶覚寺跡 

 

65 金沢市横川 共同墓地 

 



 

66 坂井市三国町神明 月窓寺墓地 

 

67 福井市足羽 安養寺墓地 

 

71 福井市若杉 泉通寺墓地 

 

72 福井市若杉 泉通寺墓地 

 

74 福井市狐橋 浄土宗教会 

 

78 南越前町八乙女 路傍 

 


